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第一章 概要 
Microchip社イーサネット内蔵 PIC18F66J60マイコン搭載、64ピン TQFP、最高周波数 48MHz。 

 

 
 

1.1 主な特徴 

 64kB ROM、3.8kB SRAM、8kB LAN用バッファ 

 10M Ethernet RJ45ｘ1 

 JTAGインタフェース、5pinタイプ 

 16文字x2行表示LCD（HD44780）インタフェース 

 RS232ｘ1 、RS485ｘ1 

 AD可変ポテンショメータｘ1 

 ユーザーLEDｘ2 

 ユーザーボタンｘ2 

 SPI EEPROM/FRAMｘ2 (未実装) 

 外部5V電源で給電 

 CPUのすべての IOを 2.54mm拡張ピンヘッダで引き出されている 

 外形寸法: 106×52(mm) ※突起物は除く 
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第二章 回路の説明 
2.1 Power Supply 

 
入力：5V DC 

出力：3.3V DC ，800mA 
 

2.2 Ethernet RJ45 

 



2.3 RS232と RS485 

 

 
◆ RS232と RS485は同じシリアルポートを共有する為、ジャンパ J6で選択する： 

RS232：1-2 

RS485：2-3 

◆ RE_DEがLowの場合U7は受信状態で、Highの場合は送信状態。
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2.4 SPI EEPROM/FRAM 

 
※回路は備えていますが、実装してないので、ご注意ください。 
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2.5 RESET 

 
低電圧で RESET。 

 
2.6 ADボリューム調整 

 
R22は 10Kの精密抵抗。 
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2.7 LCD I/F 

 

16文字 x2行表示 LCD（HD44780）インタフェース、4bitデータラインモード。 

 

2.8 KEY/LED 
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第三章 開発環境 

3.1 MPLAB IDEのインストール 

弊社 HP から TOOL\MPLAB_8.30.zip から Install_MPLAB_8_30.exe を取得するか、或いは次

の URL から最新版をダウンロードできます。 

http://www.microchip.com/stellent/idcplg?IdcService=SS_GET_PAGE&nodeId=1406&dDoc

Name=en019469&part=SW007002#P143_5526 

 

3.2 MPLAB Cコンパイラーのインストール 

弊社 HPから下記ファイルを取得してインストールする。 

TOOL\C18_Full_Version.zipにある MPLAB-C18-v2_40-win32.exe 

TOOL\MPLAB-C18-Upgrade-v3_31.exe 

※C:ドライバにインストールするのをお勧めします。他の場所であればコンパイル通らな

い場合があります。 

 

3.3 コンパイル環境のコンフィグ 

◆ デバイスを設定する 
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◆ コンフィグ bitを設定する。 

PIC18F66J60はプロテクト、Watchdogなどいくつかのコンフィグ bitがあります。 
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“Configuration Bits set in code”のチェックマークを削除してから、各 bit の設定が

出来る。 

 

◆ Project->Build Allでアプリをビルドする 

 

 

◆ プログラミング及びダウンロードツールを設定する。 

ICD2はデバッグ及びダウンロードができる。 
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PICkit2はダウンロードしかできない。 

 

 
◆ ダウンロードする。 
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第四章 サンプルソースの説明 

“TCPIP WebVend App”はHttpサーバのサンプルです。 

設定しているディフォルトのIPアドレスは192.168.1.10。 

◆ クロスLANケーブルでボードとPCを繋ぐ。 

◆ ボードに電源を入れる。 

◆ IEを開いて、http://192.168.1.10/を入力すると下記のWebが表示される。 

 

 

◆ TCPIPConfig.hファイルにMACアドレス、IPアドレスが設定されています。 

 

 

 

以上。 
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